
第
八
巻
　
雑
纂
　
京
都
帝
謝
大
學
藪
著
の
埃
及
古
物

京
都
帝
國
大
學
新
著
の
埃
及
古
物

　
京
都
帝
國
大
運
で
は
、
從
來
も
英
國
の
埃
及
登
掘
財
閥

（
澗
σ
Q
巻
け
甥
老
巨
蝕
g
蜜
一
丁
）
に
加
入
し
て
、
数
回
に
亙

っ
て
挨
及
各
時
代
の
遺
物
の
寄
賂
を
受
け
、
文
學
部
陳
列

館
中
に
光
彩
を
放
た
し
む
る
に
至
っ
た
が
、
同
財
團
の
事

業
も
一
睡
戦
凱
の
結
果
、
暫
く
中
止
の
姿
こ
な
っ
て
み
た

の
で
、
一
年
か
ら
更
め
て
ペ
ト
タ
ー
敷
授
の
主
宰
せ
ら
れ

て
る
る
英
國
挨
及
考
古
學
會
（
切
魯
置
び
し
Q
o
げ
0
9
0
h
＞
7

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
サ
ブ
ス
ク
リ
プ
シ
ョ
ン

9
器
ω
δ
σ
q
図
貯
国
蔓
℃
叶
）
に
寄
附
金
を
し
て
其
の
右
軸

の
分
配
に
預
る
こ
と
、
な
っ
た
。
そ
の
第
　
随
分
こ
し
て

丁
度
本
年
十
月
末
英
國
か
ら
九
箇
の
大
箱
が
劉
着
し
て
、

新
に
多
数
の
埃
及
凝
掘
艶
物
が
陳
列
室
内
に
飾
ら
れ
る
に

至
つ
だ
。
恰
も
十
一
月
十
五
日
皇
后
陛
下
が
大
鎧
に
行
啓

に
な
参
、
親
し
く
文
學
部
の
陳
列
館
を
も
台
覧
あ
ら
せ
ら

第
　
　
號
　
　
＝
一
二
　
（
一
ご
二
）

文
學
博
士
　
　
濱
　
　
田

耕
　
作

る
、
こ
ご
な
っ
た
の
で
、
早
蓮
此
の
新
著
の
古
物
を
も
整

理
陳
列
し
て
、
陛
下
の
御
目
に
か
け
る
こ
ご
が
出
來
た
の

は
㍉
我
々
の
深
く
喜
び
ご
す
・
る
所
で
あ
る
Q

　
ペ
ト
ソ
！
敏
授
か
ら
私
へ
の
手
紙
に
も
あ
っ
だ
如
く
、

滋
回
の
邊
品
は
特
別
に
澤
山
逡
つ
た
の
で
、
例
彫
斯
の
通

り
に
は
出
楽
な
い
ビ
断
っ
て
る
つ
た
が
、
其
の
古
物
の
選

繹
も
．
例
の
周
到
な
る
先
生
の
猛
毒
に
よ
っ
た
も
の
で
、

未
だ
埃
及
の
考
古
學
的
逡
物
に
乏
し
い
影
響
の
大
學
の
小

博
物
館
に
ご
つ
て
、
最
も
慮
は
し
い
も
の
を
ε
、
特
殊
の

好
意
を
示
さ
れ
た
の
は
、
我
々
の
深
く
先
生
に
威
謝
す
る

所
で
あ
る
。
今
ま
次
に
右
の
品
物
中
主
要
な
る
も
の
に
就

い
て
、
ペ
ト
リ
ー
甘
藍
の
説
朋
書
を
本
こ
し
て
略
解
を
試

み
よ
う
。
英
國
埃
及
考
古
學
會
か
ら
の
挙
状
に
よ
れ
ば
、
糖
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計
五
十
種
ば
か
り
で
あ
る
が
、
黙
黙
か
ら
云
へ
ば
、
百
以

上
に
な
る
。
咋
年
の
冬
か
ら
今
年
に
か
け
て
都
響
せ
ら
れ

た
上
埃
及
の
ア
ビ
ド
ス
（
≧
）
×
α
o
。
・
）
襲
見
の
品
を
主
ご
し

て
、
其
の
附
近
の
コ
ム
・
エ
ス
・
ず
ル
タ
ン
（
丙
9
亭
。
㌣
し
。
㌣

罧
”
置
）
致
ハ
他
地
キ
シ
ソ
ン
コ
ス
（
○
羅
図
ニ
リ
図
嵩
。
ご
O
Q
。
）
タ
イ
・
エ

バ
（
日
9
7
団
。
ぴ
p
）
ッ
ク
ー
角
三
聾
）
の
諸
地
か
ら
登
見
せ
ら
れ

た
も
の
で
、
大
な
る
も
の
は
書
中
の
人
骨
一
膿
ご
副
葬
土

器
一
群
や
、
二
三
人
の
人
手
を
要
す
る
石
の
彫
刻
な
ざ
も

あ
る
。
時
代
は
第
…
王
朝
か
ら
、
中
帝
國
新
帝
國
を
通
じ

て
羅
馬
時
代
コ
プ
ト
時
代
に
迄
亙
っ
て
み
る
。
先
づ
最
も

古
い
も
の
か
ら
墨
げ
て
見
る
こ
ざ
に
す
る
。

　
　
　
　

　
　
　
一
第
一
王
朝
遺
物
デ
ピ
ド
ス
繊
密
）

　
、
、
」
駅
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
　
、
、
、

σD

謗
O
八
七
製
出
獲
見
惑
騨
人
骨
及
副
葬
土
器
　
是
は
此

の
時
代
の
遺
物
中
最
も
著
し
い
も
の
で
あ
ら
う
。
熟
年
の

男
子
ご
思
は
れ
る
骨
格
で
、
左
側
を
下
に
屈
葬
せ
ら
れ
て

る
る
の
拡
王
朝
以
前
の
埋
葬
ご
同
じ
で
あ
る
。
大
小
の
壷

十
四
箇
其
の
上
下
ご
右
側
ご
に
副
葬
せ
ら
れ
て
、
そ
れ
に

　
　
　
第
八
巷
　
雑
纂
　
京
都
帝
國
大
學
薪
著
の
埃
及
古
物

は
多
く
粘
土
の
蓋
が
し
て
あ
る
。
骨
格
は
解
弄
し
て
逡
っ

て
來
た
が
、
原
朕
の
寓
眞
に
よ
っ
て
、
書
意
部
清
野
敷
授

の
助
手
宮
本
君
の
手
を
煩
は
し
て
、
再
び
砂
上
に
組
立
て
、

土
器
を
も
蕾
の
通
り
に
並
べ
て
、
硝
子
箱
申
に
装
遣
す
る

こ
ビ
、
な
っ
た
。
た
や
残
念
な
こ
ご
は
、
寓
眞
に
は
見
え

て
居
っ
た
下
髄
督
の
右
牢
が
紛
失
し
て
存
し
な
い
こ
ε
で

あ
る
。
此
の
第
一
王
朝
の
墳
墓
に
間
し
て
は
ペ
ト
ヅ
ー
博

　
　
マ
　
ン

士
蝋
人
類
」
体
臨
に
簡
軍
な
る
記
事
を
載
せ
ら
れ
て
ゐ

　
　
　
　
　
」
ノ
～
”
互

る
。
之
に
よ
れ
ば
先
年
登
掘
せ
ら
た
ア
ゼ
ド
ス
の
王
墓
を

守
る
一
点
許
の
庵
に
、
三
ケ
麩
の
方
形
大
墓
地
が
あ
る
。

煉
屍
壁
を
以
て
、
各
五
尺
に
四
尺
許
り
の
墓
穴
を
劃
し
、

其
内
に
王
朝
以
前
の
そ
れ
ご
同
じ
模
に
屈
葬
し
て
あ
る
の

が
、
撃
ち
此
の
墓
群
で
あ
る
。
其
の
埋
葬
の
状
態
か
ら
推

測
す
る
ご
、
中
に
は
氣
絶
さ
し
て
死
に
切
ら
な
い
の
を
葬
．

っ
た
ら
し
い
も
の
も
あ
る
、
一
入
の
主
に
数
百
の
殉
葬
を

行
っ
た
も
の
ご
見
え
る
。
酸
見
さ
れ
た
凡
て
の
蓮
歩
は
頭

蓋
四
肢
骨
等
を
計
測
し
、
中
約
八
十
の
頭
蓋
を
パ
ラ
フ
イ

　
　
　
　
　
　
第
　
「
號
　
　
　
一
二
三
　
（
一
二
三
）



　
　
　
第
八
巻
　
雑
纂
　
京
都
帝
國
大
學
新
著
の
埃
及
古
物

ン
で
固
め
て
倫
敦
へ
持
攣
り
、
又
た
数
個
は
全
骨
格
を
搬
…

出
し
た
こ
．
あ
る
が
、
我
が
京
都
大
學
へ
邊
ら
れ
た
の
は
、

邸
ち
此
の
数
個
の
｝
で
あ
る
に
相
違
な
い
。
副
葬
品
に
は

土
器
、
ア
ラ
バ
ス
タ
ー
認
容
…
器
、
M
燧
石
製
航
石
㎜
器
、
銅
製
…
器

具
の
類
が
あ
る
、
又
た
象
牙
製
の
獅
子
像
や
遊
戯
具
な
ご

も
あ
っ
た
こ
云
ふ
こ
ご
で
あ
る
。
第
一
王
朝
は
ペ
ト
ジ
塵

事阿

m
に
よ
れ
ば
、
紀
｝
兀
此
剛
野
山
ハ
千
年
、
　
マ
イ
ヤ
ー
…
博
士
に

よ
れ
ば
約
四
千
年
Q
人
骨
の
頭
蓋
は
四
肢
に
比
し
て
小
さ

　
　
　
　
　
　
　
　
ド
リ
コ
ヤ
フ
ワ
ル

く
其
の
形
は
著
し
く
長
頭
で
あ
る
、

　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
へ
　
　
も
セ
　
も
　
　
へ
　
　
ぬ
　
　
め
　
　
ヘ
　
　
へ

②
ア
ラ
バ
ス
タ
ー
製
石
容
器
中
二
箇
は
第
五
三
四
號
墓

一
箇
は
第
四
六
四
號
墓
磯
見
で
圓
筒
形
を
し
た
轡
型
朋
に

近
い
石
癖
器
で
あ
る
。
前
者
は
穫
四
寸
五
分
位
高
八
寸
に

近
い
大
き
い
も
の
で
、
後
看
は
小
形
で
穫
二
寸
五
分
、
高

四
寸
位
。
い
つ
れ
も
前
述
の
第
一
王
朝
時
代
の
墳
墓
か
ら

出
た
も
の
で
あ
る
。
石
容
器
の
製
作
は
王
朝
以
前
に
於
い

て
最
も
登
達
し
、
第
一
王
朝
頃
は
未
だ
其
の
精
巧
な
手
法

を
傳
へ
て
る
π
時
代
で
あ
る
。

　
　
　
　
　
　
　
第
　
【
號
　
　
　
嚇
二
四
　
（
＝
一
四
）

　
へ
　
　
ら
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
へ

御
璽
石
製
石
刀
　
大
小
三
箇
は
、
五
六
寸
か
ら
一
尺
に
至

る
。
熟
れ
も
柄
付
き
で
反
り
の
あ
る
形
を
且
ハ
へ
て
る
る
。

其
の
製
油
は
王
朝
以
前
に
見
る
が
如
き
．
遅
波
形
（
風
や
覧
？
ぬ
㍗

H
き
薦
）
で
は
無
く
て
、
鱗
形
打
製
（
ω
o
書
影
q
　
　
　
　
　
α
）
で
あ
る
。

　
も
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
へ
　
　
　
　
　
つ
　
　
ヘ
　
　
へ
　
　
も
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
　
　
　
ヘ
　
　
へ

曲
象
牙
製
獅
子
、
同
年
球
状
闘
戯
具
、
同
韻
　
こ
の
中
獅

子
は
長
さ
二
寸
五
分
位
の
臥
像
で
、
其
の
爲
訳
業
技
巧
は

實
に
驚
嘆
す
る
に
堪
べ
た
も
の
で
あ
る
。
若
し
之
を
現
時

の
技
術
家
の
手
に
成
つ
だ
も
の
こ
云
っ
て
も
、
唯
も
疑
は

な
い
で
あ
ら
う
。
斯
う
云
ふ
藝
術
が
今
か
ら
数
千
年
前
に

登
長
し
て
る
た
こ
ご
は
、
彼
の
奮
石
器
時
代
洞
穴
の
壁
叢

の
霊
像
ε
共
に
一
封
の
驚
異
で
あ
る
。
興
趣
は
、
圓
形
で
乱

て
“
七
本
、
外
形
の
符
號
を
刻
込
ん
で
あ
る
Q

　
す
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
ヘ
　
　
へ

㈲
土
製
穀
倉
模
型
　
は
圓
筒
形
で
、
頂
部
が
縮
ま
っ
た
も

の
で
高
七
寸
位
、
實
物
は
高
さ
四
五
尺
の
あ
る
穀
物
入
れ

の
模
型
で
、
支
那
漢
六
朝
頃
の
明
器
に
も
、
同
じ
く
穀
倉

の
模
型
の
困
の
あ
る
こ
ご
は
三
選
い
ご
思
ふ
。

　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
へ

⑥
銅
手
斧
　
第
七
＝
一
號
墓
毅
見
の
長
さ
六
寸
五
分
粒
の



，

亀

細
長
い
所
謂
・
・
警
。
ご
試
せ
ら
れ
る
も
の
で
あ
る
。
埃
及

で
も
最
も
古
い
時
代
の
銅
器
に
面
す
る
。

　
　
　
二
第
山
四
王
朝
潰
一
物
（
ア
ピ
ド
ス
附
…
近
コ
ム
・

　
　
　
　
エ
ス
・
サ
ル
タ
ン
室
見
）

　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
へ
　
　
も
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
へ
　
　
も

σり

ﾎ
馬
並
製
墨
汁
容
器
　
二
箇
の
圓
筒
形
の
も
の
を
聯
成

し
、
一
側
に
面
板
が
附
著
し
て
み
る
。

　
ヘ
　
へ
　
　
　
も
　
ヘ
　
ヘ
　
ヘ
　
ヘ
　
へ
　
も
　
　
　
　
　
　
　
　
ぬ
ち

㈲
銅
斧
、
骨
器
釜
石
葉
手
球
　
銅
斧
は
機
形
を
呈
し
、
骨

製
品
は
手
の
形
を
一
端
に
模
し
だ
物
を
掻
き
延
べ
る
に
使
．

用
す
る
所
謂
。
。
寒
け
9
奪
ε
呼
ば
る
可
き
も
の
で
あ
る
。
血

球
は
樫
三
，
寸
肥
壷
に
使
っ
た
も
の
か
私
に
は
分
ら
な
い
〇

　
　
　
三
第
十
二
王
朝
書
物
（
ア
ゼ
ド
ス
獲
見
）

　
、
　
、
》
，
、
、
、

㈲
石
灰
岩
製
祭
壇
　
長
一
尺
入
寸
、
幅
一
尺
一
寸
、
厚
編

六
寸
の
長
方
形
の
も
の
で
、
表
面
に
は
鳥
獣
の
供
物
な
ざ

を
現
は
し
、
叉
だ
一
方
に
溝
を
穿
っ
て
側
面
に
及
ん
で
み

る
。
是
は
犠
牲
の
血
を
流
す
爲
め
で
あ
ら
う
か
。
此
の
石

の
表
面
周
縁
ご
一
側
面
ご
に
は
、
象
形
文
字
で
之
を
作
っ

た
人
の
夫
妻
の
家
族
の
名
を
悉
く
刻
し
て
、
凡
て
四
十
三

　
　
　
質
入
巷
　
雑
纂
　
窟
螂
帝
國
大
學
騎
著
の
埃
及
古
物

人
の
名
が
見
え
て
み
る
。
一
の
石
に
斯
く
多
数
の
家
族
の

名
を
記
し
て
あ
る
も
の
は
，
未
だ
當
て
見
た
こ
ご
が
な
い

ご
、
ペ
ト
ジ
i
先
生
が
言
っ
て
ゐ
ら
れ
る
。
今
各
人
名
の

所
在
位
麗
ご
、
之
を
系
圖
的
に
書
き
現
は
し
た
も
の
を
先

生
が
塗
っ
て
來
ら
．
れ
た
か
ら
、
次
頁
に
示
さ
う
。

　
も
　
ヘ
　
ヘ
　
セ
　
　
ヘ
　
ヘ
　
ヘ
　
　
　
ヘ
　
ヘ
　
ヘ
　
ヘ
　
へ

一。

l
フ
エ
ル
・
ヘ
テ
ブ
・
セ
ン
ブ
碑
石
歯
型
我
が
陳
列
室

副
・
英
國
牛
津
の
ギ
藩
士
叢
の
ア
ス
ワ
ン
方

必
見
の
第
十
二
王
朝
頃
の
貧
溺
な
碑
石
し
か
無
つ
た
が
、

　
　
ス
テ
さ
レ

此
の
碑
石
は
餅
代
の
代
表
的
手
法
を
示
し
、
高
さ
一
尺
五

寸
位
、
全
く
髭
面
の
も
の
で
あ
る
。
最
頂
部
に
は
、
例
の

紳
聖
の
眼
（
甕
9
け
）
一
樹
を
現
は
し
、
次
段
に
は
左
方
に

・
腰
を
掛
…
け
だ
．
矛
フ
エ
ル
・
ヘ
プ
ブ
。
セ
ン
ブ
（
乞
0
3
雫
び
①
8
℃
一

QQ

E
び
）
、
そ
の
前
に
は
供
物
を
畳
い
て
右
方
に
其
の
子
ア
メ

ニ
・
セ
ン
ブ
（
跨
ヨ
Φ
昌
凶
1
し
∩
O
昌
げ
）
の
立
姿
を
描
き
、
下
段
に
は

供
物
の
左
右
に
其
の
妻
セ
ン
ト
，
（
ω
o
暮
）
乳
母
ヌ
プ
・
ヅ
ヅ

（
り
臼
環
σ
一
回
∪
ζ
儀
⊆
）
の
坐
し
て
み
る
麩
を
刻
し
て
あ
る
。

　
し
　
　
リ
　
や
に
　
ぬ

11

關
ﾎ
断
片
　
こ
れ
は
前
記
の
も
の
よ
り
は
精
巧
な
手
法

　
　
　
　
　
　
　
第
　
「
號
　
　
　
一
二
五
　
（
一
二
五
）
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ゑ
　
　
　
　
　
ゐ

　
　
　
　
　
　
ほ

」
鷲
，
、
i
ー
ー
，
歯
、
一

識

土
入
巻
　
雑
纂
　
京
都
帝
國
大
學
新
署
の
埃
及
古
物

「
，
’

認
ξ

護
5
’

一
號

　
二
⊥
ハ
　
（
＝
一
六
）



、

を
示
し
、
二
人
の
頭
部
が
見
え
る
。

　
ヘ
　
ヘ
　
へ
　
も

12

ﾎ
製
容
器
　
は
低
い
壼
形
の
も
の
で
、
他
は
所
調
「
コ

く　
　
ボ
ツ
ト

ー
ル
壺
」
（
舅
ハ
O
プ
7
℃
O
け
）
ご
羅
し
、
挨
及
婦
人
の
眼
の
周

園
に
化
粧
す
乃
顔
料
を
入
れ
だ
も
の
で
あ
る
。
私
は
此
の

壷
を
見
る
毎
に
、
倫
敦
大
誉
め
ペ
ト
ヲ
ー
敷
授
の
激
室
で
、

先
生
の
指
導
に
よ
り
、
同
大
學
所
藏
の
「
コ
ー
ル
壼
」
全
部

を
圃
寓
し
、
内
々
先
生
の
嚴
し
い
批
評
を
受
け
、
書
き
直

ほ
さ
れ
た
こ
ご
を
思
ひ
出
す
の
で
あ
る
Q

　
　
　
四
第
十
入
選
十
九
王
朝
遺
物
（
ア
ビ

　
　
　
　
ド
ス
意
見
）

ラ
ヘ
　
ヘ
　
　
　
ヘ
　
ヘ
　
へ
　
も
　
リ
　
ヘ
　
へ
　
も
　
　
　
　
　
げ

13

ｺ
鏡
、
銅
製
コ
ー
ル
用
斗
等
　
前
者
は
径
三
寸
位
の
小

（さ
い
圓
鏡
で
、
表
裏
何
等
の
模
襟
も
な
い
。
一
端
に
は
小

さ
い
突
出
が
あ
る
Q
後
者
ば
前
項
に
見
え
た
「
コ
ー
ル
壼
し

の
顔
料
を
塗
る
時
に
用
み
る
斗
で
あ
る
Q
第
十
入
王
朝
の

遣
物
で
前
年
登
掘
財
團
か
ら
邊
っ
て
來
た
も
の
に
デ
川
・

エ
ル
・
バ
ハ
ジ
淋
殿
登
園
の
も
の
が
多
数
に
あ
っ
た
が
、

冷
度
は
此
の
王
朝
の
も
の
は
少
な
い
。

　
　
　
第
入
谷
　
　
維
　
纂
　
　
京
都
帝
國
大
學
薪
馨
の
埃
及
古
物

ラ
ヘ
　
ヘ
　
へ
　
ゆ

但
碑
石
断
片
　
是
は
第
十
九
王
朝
の
も
の
で
、
二
人
の
人

間
が
、
左
方
に
坐
し
て
み
る
オ
シ
フ
ス
の
融
に
供
物
を
し
．

て
居
る
慮
を
現
は
し
て
あ
る
。
例
の
埃
及
藝
術
に
見
る
如

く
、
爾
手
事
に
左
右
の
一
方
に
描
い
て
あ
る
の
を
認
め
る

こ
ご
が
出
撃
る
。
頂
上
に
は
叉
だ
面
亡
い
猿
の
形
が
見
え

る
。

　
　
　
却
第
二
十
入
王
朝
遺
物
（
ア
ビ
ー
3
ス

　
　
　
（

　
　
　
　
及
タ
イ
・
エ
バ
発
　
見
）

う
つ
　
も
　
も
　
ヤ

ー5

ﾎ
棺
破
捧
ハ
　
こ
れ
は
一
髪
鱗
な
紅
藍
石
で
作
っ
た
．
ア
ソ

　
昏
ル
・
ア
ン
フ
・
オ
ソ
ク
（
》
巳
器
h
蜂
β
㍗
9
誉
げ
）
と
呼
ば
れ
た

人
の
石
棺
の
崩
部
分
で
あ
る
。
木
乃
伊
形
の
像
ご
、
精
巧

．
に
彫
つ
淀
象
形
交
字
が
全
面
に
残
っ
て
み
る
Q
時
代
は
或

は
第
二
十
六
王
朝
ご
も
云
は
れ
、
大
事
し
か
決
め
る
こ
ご

は
出
來
～
な
い
。
是
は
ア
ビ
ー
3
ス
登
見
で
あ
る
。

　
　
セ
　
　
ヘ
　
　
ヤ
　
　
ち
　
　
あ
　
　
ヤ
　
　
う
　
　
ヤ

ー6

ﾂ
和
プ
タ
重
重
小
樽
　
青
和
の
小
さ
い
懸
垂
用
の
像
で

あ
る
。
ブ
タ
ー
（
耀
巴
〕
）
は
ヶ
ネ
ム
神
を
助
け
て
…
世
界
創
造

に
與
つ
た
帥
で
、
多
糖
の
紳
ヘ
フ
ワ
エ
ス
ト
ス
に
相
當
す

　
　
　
　
　
　
　
第
】
號
　
　
一
二
七
　
（
＝
一
七
）

，



　
　
　
第
八
，
巷
　
　
雑
　
纂
　
　
霜
野
帝
國
大
學
薪
署
の
埃
及
古
物

る
Q
工
藝
技
術
者
の
保
謹
淋
で
、
メ
ム
フ
イ
ス
で
崇
舞
せ

ら
れ
た
望
め
、
此
の
都
門
の
政
治
的
位
澄
か
ら
し
て
、
愈

々
重
要
さ
を
直
し
た
も
の
が
あ
る
。
な
ほ
此
の
像
に
小
さ

い
青
職
の
珠
玉
が
附
慌
し
て
一
聯
ビ
な
っ
て
み
る
。
　
（
タ

イ
・
エ
バ
匹
見
）
。
　
　
　
　
　
　
　
摯

　
　
　
六
羅
馬
領
及
コ
プ
ト
時
代
（
オ
キ
シ

　
　
　
（

　
　
　
　
リ
ソ
コ
ス
等
登
見
）

　
ヘ
　
ヘ
　
へ
　
も
　
あ
　
ヘ
　
へ
　
も
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
お

17

?
馬
官
人
彫
像
頭
部
　
等
身
よ
わ
少
し
大
き
い
位
の
彫

像
の
頭
部
で
、
頸
の
裏
に
は
胴
躰
の
突
起
に
合
す
可
、
き
差

込
み
の
孔
が
穿
っ
て
あ
る
。
全
躰
に
淡
黄
色
の
石
弓
が
出

た
大
理
石
で
あ
る
が
、
恐
ら
く
バ
買
ス
島
あ
た
り
の
石
材

で
、
オ
キ
シ
又
ン
コ
ス
に
居
っ
た
希
転
落
來
の
工
匠
が
作

っ
た
も
の
で
あ
ら
う
。
オ
キ
シ
ソ
ン
コ
ス
の
列
柱
の
建
物

（
∩
o
δ
導
蝕
。
）
か
ら
、
登
見
せ
ら
れ
た
も
の
ご
言
は
れ
て
る

る
。
口
髭
か
ら
下
願
の
髭
ま
で
あ
る
角
張
つ
た
如
何
に
も

羅
馬
の
武
骨
な
軍
人
ら
し
い
人
の
暴
悪
で
、
オ
キ
シ
ソ
ン

・
コ
ス
駐
在
の
巌
歪
な
羅
馬
の
総
督
の
様
な
役
人
を
即
し
た

　
　
　
　
　
　
　
第
一
號
　
　
「
二
入
　
（
一
二
入
）

も
の
で
あ
ら
う
。
手
法
の
上
か
ら
紀
元
第
二
世
紀
頃
の
作

品
ピ
鑑
定
せ
ら
れ
る
が
、
共
頃
は
羅
馬
で
は
ト
ラ
ヤ
ン
、

ハ
ド
ソ
ヤ
ン
、
マ
ル
ク
ス
・
γ
ウ
レ
ソ
ウ
ス
（
師
ち
支
那
の

史
籍
に
あ
る
大
秦
王
安
敦
）
な
ざ
の
時
代
で
、
未
だ
羅
馬

彫
刻
も
甚
し
く
鷹
落
の
域
に
、
鴎
ら
な
い
頃
の
も
の
で
あ

る
。
固
よ
り
此
の
頭
な
ご
を
以
て
希
臓
盛
時
の
彫
刻
和
怨

ぷ
こ
ε
は
出
來
な
い
が
、
羅
馬
諸
帝
の
省
像
彫
刻
位
は
推

察
す
る
に
は
差
支
な
い
。
兎
に
角
希
畷
…
羅
馬
彫
刻
の
原
作

で
、
此
の
位
の
も
の
は
我
國
に
は
恐
ら
く
は
他
に
あ
る
ま

い
ご
思
ふ
。
私
は
鈴
木
潜
が
荷
物
の
一
箇
を
開
い
た
時
、

此
の
頭
が
轄
が
つ
て
出
た
時
の
獣
喜
の
惰
を
云
ひ
現
は
す

こ
ビ
が
出
備
な
い
。
私
に
取
っ
て
は
ミ
ロ
の
ヅ
イ
ナ
ス
の

像
が
飛
び
出
し
た
も
同
様
で
あ
っ
た
Q

　
　
ヘ
　
ヘ
　
へ
　
も
　
も
　
　
わ
　
ヘ
　
ヘ
　
ヘ
　
ヘ
　
ヘ
　
ヘ
　
ヘ
　
へ

18

?
場
境
登
日
華
杜
頭
及
小
壁
｝
装
飾
俘
彫
彫
　
爾
…
者
こ
も
第
山
ハ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ビ
ラ
ス
タ
　

世
紀
頃
の
も
の
で
石
灰
岩
で
作
り
．
前
者
は
方
柱
の
頭
部

で
あ
る
。
ア
カ
ソ
ナ
ス
の
葉
で
コ
ソ
ン
ト
式
か
ら
墾
化
し

た
、
ビ
ザ
ン
ッ
風
の
様
式
を
示
し
て
み
る
。
支
那
大
同
雲

9



爾
あ
た
り
の
彫
刻
に
現
は
れ
て
る
る
コ
リ
ン
ト
式
系
続
の

柱
頭
ε
似
蓮
っ
て
み
る
の
も
．
時
代
ご
鍵
蓬
の
経
路
か
ら

見
て
興
昧
を
蝿
・
民
る
。
又
た
後
者
は
一
幅
志
ハ
寸
長
五
尺
に
醸

る
も
の
で
、
　
一
種
の
雄
健
な
る
麿
艸
を
重
出
し
、
ス
ヅ
ツ

コ
を
塗
っ
て
彩
色
し
た
一
部
分
も
残
存
し
て
み
る
。
是
れ

亦
だ
支
那
六
朝
や
、
我
が
推
古
聴
代
の
も
の
ご
比
較
し
て

其
の
間
に
鳳
遣
の
聯
絡
を
認
め
る
こ
ご
が
出
來
よ
う
。
オ

キ
シ
ソ
ン
コ
ス
は
カ
イ
ロ
府
の
南
百
二
三
十
哩
、
今
の
べ

ー
ネ
テ
（
H
げ
言
。
。
。
9
）
に
あ
っ
て
、
希
書
人
は
ペ
ム
テ
ー
ご

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ノ
ユ
ム

重
し
、
古
代
埃
及
で
は
一
の
地
方
の
首
府
で
あ
っ
た
。
後

ち
希
臓
人
が
多
く
入
り
込
み
、
「
ヘ
レ
ニ
ス
チ
ッ
ク
」
交
化

の
一
中
心
ご
な
り
、
羅
馬
時
代
に
及
ん
で
み
る
。
基
督
巌

の
傳
來
以
後
此
の
地
に
修
道
僧
が
集
ま
）
、
十
二
の
大
き

な
敷
鞘
堂
ご
無
数
の
修
遽
院
が
建
て
ら
れ
、
紀
元
第
五
世

紀
に
は
、
　
一
萬
の
僧
ご
一
驚
二
千
の
尼
が
居
つ
だ
こ
云
は

れ
で
る
る
Q
千
八
百
九
十
七
年
以
後
英
國
の
グ
レ
ン
フ
エ

ル
（
9
9
冷
ε
ハ
ン
ト
（
鎖
式
量
）
二
氏
に
よ
っ
て
こ
回
の

　
　
　
土
入
巻
　
難
纂
　
京
都
帝
國
大
學
蔽
著
の
埃
及
古
物

廊
下
が
行
は
れ
、
希
臓
、
コ
プ
ト
、
ア
ラ
ビ
ヤ
文
字
の
丈

書
（
℃
壱
饗
凶
）
が
非
常
に
澤
山
登
見
せ
ら
れ
、
其
の
う
ち

に
は
希
臓
古
代
の
哲
學
書
交
重
書
か
ら
し
て
、
日
常
生
活

に
驕
す
る
交
書
、
基
督
敷
に
關
す
る
も
の
な
．
ε
が
あ
り
、

非
常
な
重
要
な
資
料
を
我
々
に
提
供
し
だ
、
此
の
黙
に
於

い
て
オ
キ
シ
ソ
ン
コ
ス
の
名
は
永
く
記
臆
せ
ら
る
可
き
で

あ
る
。
又
た
此
面
の
魚
は
古
代
埃
及
時
代
か
ら
書
聖
視
せ

ら
れ
て
有
名
な
も
の
で
あ
っ
た
。
埃
及
民
謡
八
女
か
ら
も

前
年
二
回
に
亙
っ
て
、
心
地
二
見
の
各
種
の
遺
物
を
邊
っ

て
家
π
の
で
、
此
の
時
代
の
遺
物
は
非
常
に
豊
富
こ
な
つ

セ
。

　
ヘ
　
ヘ
　
ヘ
　
へ

汐
各
種
雑
品
　
羅
馬
時
代
の
草
履
、
蝋
書
用
木
板
、
破
瑠

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ラ
ム
プ

製
腕
輪
、
鉛
毒
装
飾
晶
、
土
製
燈
器
、
土
製
假
面
の
破
片

異
π
土
製
騎
馬
の
人
形
、
同
じ
く
母
羊
が
二
匹
の
子
羊
に

哺
乳
し
て
み
る
像
其
他
雑
多
の
小
品
が
あ
る
。
叉
た
是
は

オ
キ
シ
ソ
ン
コ
ス
で
は
無
く
タ
イ
・
エ
バ
心
見
で
は
あ
る

が
、
黄
金
の
薄
葉
で
舌
の
形
を
し
た
も
の
が
あ
る
。
死
者

　
　
　
　
　
　
　
第
一
號
　
　
一
二
九
　
（
一
二
九
）



　
　
　
第
八
巻
　
　
雑
　
纂
　
　
此
岸
帝
醗
大
學
薪
著
の
挨
及
古
物

の
御
上
に
置
い
た
も
の
で
あ
ら
う
。
な
ほ
同
塵
か
ら
爽
見

の
小
玉
ご
耳
飾
が
あ
る
Q

獣
森
臨
偽
螂
繍
廊
緬
悔
臨
掛
埃
及
の
乾
燥
し
た
沙

く漠
の
中
に
保
存
．
せ
ら
れ
た
此
の
紀
元
第
六
世
紀
頃
の
刺
繍

織
物
が
、
今
な
ほ
鮮
か
に
當
時
の
美
し
い
色
彩
を
残
し
で

る
る
の
は
、
理
屈
か
ら
云
へ
ば
敢
て
不
霊
議
で
は
盤
鋤
い
が
、

η
ハ
た
驚
か
さ
れ
す
に
は
居
ら
れ
な
い
。
十
重
陛
下
も
特
に

立
止
ま
つ
て
其
の
色
彩
の
鮮
明
に
残
っ
て
み
る
の
を
御
注

意
に
な
っ
た
位
で
あ
る
。
而
し
て
我
々
に
取
っ
て
興
味
の

あ
る
こ
ご
は
此
等
の
意
匠
紋
機
が
波
斯
あ
た
り
の
影
響
を

受
け
、
　
一
方
は
束
羅
馬
に
、
他
側
は
支
那
を
経
て
日
本
迄

及
ん
で
居
り
、
又
た
其
の
中
間
の
中
野
支
那
土
耳
其
斯
坦

の
遺
物
も
近
年
東
西
の
探
上
家
叢
よ
つ
て
装
見
せ
ら
れ
た

こ
ざ
で
あ
る
、
而
し
て
正
倉
院
や
渋
隆
寺
な
ざ
鵡
あ
る
刺

繍
織
物
ε
此
の
コ
プ
ト
時
代
の
そ
れ
の
問
に
姉
妹
の
閣
係

の
あ
る
こ
ご
に
我
々
は
頗
る
興
．
昧
を
戚
す
る
の
で
あ
る
。

但
し
前
年
登
掘
財
團
か
ら
も
既
に
若
干
製
品
を
我
が
陳
列

　
　
　
　
　
　
　
第
　
一
班
　
　
　
ニ
ニ
○
　
（
一
三
〇
）

室
に
邊
っ
て
絶
て
あ
っ
た
の
で
、
愈
々
糞
取
が
豊
富
に
な

っ
た
次
第
で
あ
る
。
材
料
は
麻
ご
毛
ご
で
勿
論
絹
は
見
當

ら
な
い
。

　
以
上
の
外
挨
義
塾
時
代
の
十
器
が
大
小
三
ナ
五
箇
邊
甘

せ
ら
れ
て
、
我
が
陳
列
室
の
｝
つ
の
P
棚
を
充
足
し
て
除

り
あ
る
に
至
っ
た
。
古
い
も
の
は
第
一
王
朝
か
ら
，
第
十

｛
、
第
＋
二
、
第
＋
七
、
第
＋
入
王
朝
を
経
て
羅
馬
時
代

に
及
ん
で
み
る
。
中
に
は
彩
色
の
模
縫
が
あ
る
も
の
も
あ

．
り
、
大
き
な
も
の
は
喬
さ
三
尺
に
近
く
唐
辛
の
如
く
先
き

の
尖
っ
た
据
り
の
悪
い
も
の
が
あ
る
。
此
等
は
苦
心
の
末

針
金
を
以
て
宙
昂
り
を
さ
す
こ
ご
に
し
た
。
又
た
之
に
は

粘
土
の
封
蓋
を
し
た
も
の
が
あ
っ
て
内
部
に
落
ち
込
ん
で

み
る
。
土
器
が
考
古
學
上
の
時
代
の
決
定
に
重
要
な
る
位

麗
を
占
め
て
み
る
こ
ご
は
馬
頭
云
ふ
泡
も
な
い
が
、
埃
及

の
各
時
代
の
土
器
を
一
の
「
シ
ー
ジ
ー
ス
し
ざ
し
て
見
る

こ
ご
が
出
來
る
の
は
、
全
く
ペ
ト
ソ
i
先
生
の
好
意
に
よ

る
こ
、
ご
で
あ
る
。
尤
も
倫
敦
文
學
に
か
け
る
土
器
の
偉
大



に
し
て
完
全
な
聚
成
陳
列
を
比
べ
た
な
ら
ば
殆
ざ
云
ふ
に

は
足
ら
な
い
が
。
私
は
我
が
京
都
趨
勢
大
剛
の
考
古
學
標

　
　
　
　
　
　
　
　
ヨ
レ
ク
シ
ヨ
ン

脳
室
の
挨
及
古
物
の
聚
集
が
、
前
に
は
埃
及
濫
掘
財
團

の
好
意
に
よ
り
、
今
ま
又
た
べ
ト
ジ
ー
敷
授
の
英
國
埃
及

考
古
學
會
の
逡
品
に
よ
っ
て
、
確
に
日
本
に
於
い
て
最
大

な
る
も
の
ご
な
っ
た
こ
ご
を
誇
負
し
得
る
の
を
喜
ぶ
ざ
共

に
、
夏
に
年
を
纒
て
一
暦
の
増
加
を
來
た
し
此
の
世
界
に

於
け
る
最
古
の
文
朋
の
産
物
が
、
よ
り
適
切
に
我
郵
に
紹

介
せ
ら
れ
、
文
化
に
謝
す
る
見
解
を
沸
く
す
る
ご
共
に
、

最
も
組
織
立
て
ら
れ
た
埃
及
考
古
學
の
研
究
が
我
國
の
考

古
學
の
研
究
に
間
接
の
刺
戟
を
與
ふ
る
こ
ご
愈
々
大
な
ら

ん
こ
ご
を
希
望
し
て
已
ま
な
い
。
而
し
て
之
に
向
っ
て
深

甚
な
る
同
情
を
表
せ
ら
れ
つ
、
あ
る
ペ
ト
ソ
i
先
生
に
封

し
て
改
め
て
厚
く
戚
謝
の
意
を
表
し
度
い
ご
思
ふ
。

支
那
の
記
録
に
見
え
れ
る
イ
ス
ラ
ム
教
徒
の

猪
肉
食
用
禁
制

文
學
博
士
　
桑
　
原

階
　
　
藏

　
支
那
人
は
古
意
猪
肉
1
…
軍
に
猪
こ
い
へ
ば
、
支
那
で

は
球
ご
同
山
で
あ
る
一
の
愛
用
者
ご
し
て
知
ら
れ
て
居

る
。
太
牢
こ
い
へ
ば
牛
直
家
、
少
牢
ご
い
へ
ば
実
家
を
指

す
。
遠
き
古
代
か
ら
祭
飛
に
も
燕
饗
に
も
、
殆
ご
猪
肉
は

必
須
の
材
料
ご
認
め
ら
れ
淀
。
又
そ
の
調
理
法
も
早
く
登

　
　
　
第
二
巷
　
雑
纂
　
京
都
帝
國
大
単
新
著
の
埃
及
古
物

達
し
て
居
る
。
此
等
の
纂
實
に
關
す
る
経
傳
の
記
纂
繁
く

し
て
一
々
引
用
す
る
に
勝
へ
諏
。
こ
の
慣
習
は
後
世
に
至

っ
て
も
墾
化
が
な
い
。
否
】
履
物
甚
し
く
な
っ
た
標
に
思

ふ
、
今
口
支
那
で
肉
ご
い
へ
ば
一
般
に
猪
肉
を
指
し
、
屠

戸
こ
い
．
へ
ば
主
ご
し
て
宰
狢
的
を
指
す
程
で
あ
る
（
醐
、
ρ
さ

　
　
　
　
　
　
　
第
　
「
跳
　
　
　
＝
二
一
　
（
コ
一
＝
）


